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１　基本的な方針

事業活動における
CO2排出量の削減

ビックカメラは、日本の全企業に先駆けて、2008年に環境省「エコ・ファースト制度」の第1号認定を受け、2011年、2017年に更な
る取組みの強化を内容とする「エコ・ファーストの約束」を更新し、積極的に取組んでいます。また、「エコ・ファーストの約束」で
掲げた、循環型社会の実現に向けた取組みや事業活動を通じた環境負荷低減等を積極的に推進することで、SDGsの達成にも
貢献しています。
1. 循環型社会の実現に向けた取組みを積極的に推進します。
2. 低炭素社会の形成促進のため、CO2排出量削減を積極的に推進します。
3. 環境に配慮した事業活動を通じてCO2排出量削減を積極的に推進します。
4. 環境教育、環境意識の向上に努めます。
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2020年度に関しては新型コロ
ナウイルス感染症の影響でエ
ネルギー使用量が大幅に削減
となりましたが、今後も不透明
な状況の為、前年度から1％の
削減といたします。
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